
（別紙３）

～ 令和　８年　１月　２３日

（対象者数） 2 （回答者数）
2

～ 令和　８年　１月　２３日

（対象者数） 2 （回答者数）
2

○

分

さらに充実を図るための取組等

1

勉強に進んで取り組めるような工夫

2

苦手なところの聞き取りや、対処法を合わせていく。

3

春・夏・冬などの長期休みに近隣の学童の子ども達と交流会

などを行いたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
来年度からは児童発達支援の方から放課後等デイサービスに

移行する子ども達がいるため、活動の幅も広げられる。

2
個別に説明させていただく他にも、別の手段で情報発信をし

ていけるか検討を行う。

人数が少ないので宿題など細かく見てあげられる。 自分で考えて答えを出せるようにしている。

分からないところは答えは教えず、もう一度先生に聞いて理

解できるようにしてもらう。

回数を多くとれ、小学校の先生ともこまめに話ができ、現在

の様子が分かりやすい。

送迎時に一日の様子を聞いたり、来所時にあったことなど伝

えるようにしている。

同じ事業所内に学童があるので交流を持てる。 時間に余裕がある時などに一緒におにごっこやかくれんぼな

ど参加させてもらっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人数が少なく少人数での活動（ゲームなど）が行いにくい。
支援を必要としている子どもがすでに別の施設に通所してい

るため人数が増えない。

事故対応、災害対応等の緊急時の対応マニュアルは整ってお

り、訓練も行っているが、保護者の方へ情報が伝わりにくい

状況となっている。

保護者の方へ必要な情報発信を行っていく必要がある。

令和　８年　１月　１３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　2月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ひかり

○保護者評価実施期間
令和　８年　１月　１３日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


